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No1 事業名 ベビーファースト運動の推進及び関連する事業の実施 予算 20,000円

No2 事業名 第96回全国花火競技大会「大曲の花火」花火ウィークの企画・実施 予算 0円

No3 事業名 青少年の郷土愛を醸成する事業の実施 予算 70,000円

合計 90,000円

３）概算予算： 20,000円

４）実施期間：

６）目標数値：

８）パートナー：

３）概算予算： 0円

４）実施期間：

６）目標数値：

８）パートナー：

３）概算予算： 70,000円

４）実施期間：

６）目標数値：

８）パートナー： 秋田県地域振興局、大仙市教育委員会、仙北市教育委員会、美郷町教育委員会　他

７）得られる効果：自治体や他団体、近隣住民とのパートナーシップの向上を図ることができます。

大仙市、大曲商工会議所、花火ウィーク実行委員会　他

１）実施に至る背景：近年の若い世代は、SNSの普及により、多様な情報を考える間もなく入手できる環境にあり、便利な半面、思考力や想像力、判断力の低下が
懸念されます。青少年の豊かな想像力や判断力を育むためには、自ら考え、計画・実行し、反省を行う場が必要です。また、地域のみらいを創造するためには、故
郷を想う青少年の育成を図り、次代へと大仙郷の魅力を継承・創造していく必要があります。

２）目的：青少年が豊かな想像力を育むとともに、郷土愛を醸成することを目的とします。

2024年4月～11月

（事業）

５）事業内容：①大仙郷の次代を担う青少年が、学校を跨ぎ、他校生徒や地域住民との協働で、地域資源を活かし、新たな大仙郷の魅力の創出について、計画す
る場を企画します。
②新たに創出された大仙郷の魅力を発信する場を企画します。

①:参加学校3校の達成　②:参加生徒30人の達成　③:参加生徒が大仙郷を魅力に感じる100％の達成

７）得られる効果：普段の学校生活では得ることができない多様な経験を早い段階で経験し、将来の夢を描くことが出来ます。

一般社団法人大曲青年会議所　2024年度　地域のみらい創造委員会　アクションプラン

２）目的：大仙郷のみらいである子供たちを、地域社会一体となって育てる意識の向上を目的とします。

（事業内容）

（事業／推進）■(No1) ベビーファースト運動の推進及び関連する事業の実施

１）実施に至る背景：我々の住まう大仙郷は、都会には少ない、町内や地域一体となって子育てをしていこうとする風土があります。大仙郷のみらいを創造するた
めには、この風土を活かし、やさしさ溢れ、子供を産み育てたくなる社会を実現する必要があります。

（委員会設置背景）

（委員会設置目的）

■我々の活動エリアである大仙市・仙北市・美郷町「大仙郷」にはこの地域にしかない観光資源、歴史文化、自然、穏やかな風土など多くの魅力があります。地域
のみらいを創造するためには、青年経済人である我々が、地域資源・雇用・子育て環境など様々な観点から、大仙郷の魅力への住民の誇りを高め、次代へと魅力
を継承・創造していく必要があります。

■大仙郷に住まう誰もが地域に魅力を感じ、発信していこうとする気概の醸成を目的とします。

（委員会概算全体予算）

（公社）日本青年会議所、大仙市、仙北市、美郷町、大仙郷内の企業・団体　他

■(No3) 青少年の郷土愛を醸成する事業の実施

地域のみらい創造委員会 委員長

①:参画する自治体・企業・団体50社の達成。

■(No2) 第96回全国花火競技大会「大曲の花火」花火ウィークの企画・運営 （事業）

５）事業内容：まずは、ベビーファースト運動について組織内での共有を図ります。そして、組織内での共感を得たうえで、大仙郷の自治体・企業・団体に向けて、1
年通してベビーファースト宣言を推進します。さらに、地域住民に向けて、ベビーファースト運動の周知活動を行います。

2024年3月～11月

７）得られる効果：子育て世代が過ごしやすい環境を醸成することができます。

１）実施に至る背景：花火産業構想を掲げる大仙市を活動エリアとする我々は、「大曲の花火」という一大イベントが地域の夏の風物詩として次代も開催していける
よう、本大会を盛り上げるイベント「花火ウィーク」の企画段階から参画するとともに、サステナブルな運営を目指し、地域一体となって魅力を発信していく必要があ
ります。

２）目的：ご来場の皆様の花火大会開始前までの気持ちを高揚させることを目的とします。また、地域住民としての誇りの醸成を目的とします。

2024年　8月25日（日）、8月30日（金）、8月31日（土）

５）事業内容：第96回全国花火競技大会「大曲の花火」花火ウィーク実行委員会に参画し、斬新且つサステナブルな企画を提案し、イベントの運営に協力いたしま
す。

①:近隣住民の花火ウィーク実施に対する理解度80％の達成　②:ボランティアの参加10名の達成
③:ゴミの分別に対する意識向上80％の達成


